
Physodenの研究(その 2)

安藤芳明*

Y. ANDδStudies on Physoden ll. 

従来 Physoclen中には 1種のフェノール系化合物の存在が知られている

が，その化学的性状については余り研究されていない。 CRATO(1893)は呈色

反応により， フロログルチシ又はその類似物質であるとし， HUNGER (1902) 

はアミジグサよりフロログルチシ配糖体を分離している。又 KYLIN(1913)は

Fucosanの化学的研究において，これがタシニシ様物質であると述べている。

著者は前報において， Physodenを3種の型に分別し，その内 Physoden

Aおよび Bは，それぞれ細胞化学的性状の全くことなるフェノール系物質

(Fucosan)を含有することを述べた.本報では各種藻体より分別抽出された

Fuc慣 anの化学的性状を比較検討し，更にそれらの細胞化学的意義について

述べる。

各種藻体よりFuco随 nの抽出

1. ワカメ Undariapinnαtifidaよりの抽出 新鮮な成葉を略閤量の

0.5%酢酸中に2昼夜浸潰後漉過し，その浸液を希カセイソーダで中和後，中

性酢酸鉛を加えて生ずる沈澱を櫨別し，その誼液に塩基性酢酸鉛を加えると，

多量の白色沈澱が生ずる。これを分離して数回水洗後，希硫酸中にて分解し，

生じた硫酸鉛を誼別した誼液を減圧濃縮して少量の液とする。次にこの液に

約 10倍量の無水アルコールを加えると，マシニット， 無機物等が折出する.

之らを除いた後，減圧でアルコールを溜去してνラップ状とする。更に不純

物を除く為，アルコール処理を3回繰返し，得られた黄色νラップ状残査を

硫酸真空デνクーター中に長く放置したが，結晶状とはならなかった。よっ

て再び無水アルヨールにとかし， 約10倍量の無水エーテル中に揖持しつつ

注入すると，粉末状沈澱として折出する。これを素早く分離して乾燥すると

極めて吸湿性の強い黄褐色粉末が得られる。このものはワニ 9:yと濃塩酸に

より強く赤色を呈する.著者はこの物質を Fucosan“A"と呼ぶこととする.

2. トロロコンプ粉末よりの抽出 市販の乾燥粉末を約5倍量の 80%

アルコール中に室温において 2昼夜浸潰する。浸液を温過した後，減庄でア
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ルコーJレを溜去して少量の液とする。これにエーテルを加え，ふり混ぜて油

脂・色素等を抽出除去する。残液に適当な水を加えた後，前述のワカメの場

合と全く同様に処理すると， Fucosan Aが粉末状に得られる。 収量は乾物

に対して約2.5%.

3. エゾヤハズ Dictyopteriodivaricataよりの抽出 採取直後の新鮮

な葉状体を，略同量の 0.5%酢酸中に 2昼夜浸潰後温過する. この浸液を希

カセイソーダで中和後，中性酢酸鉛を加えると多量の沈澱が生ずる.これを

分離して数回水洗後希硫酸中にて分解する。生じた硫酸鉛を誼別し，その赤

褐色誼液を炭酸ガス気流中で減圧濃縮して少量の液とする。この液を水飽和

の酢酸エチルで数回にわたり振とう抽出する。全抽出液を合し，苦硝で乾燥

後溶媒を減圧溜去して少量の液となし，この液を多量のクロロホルム中に捜

持しつつ注入すると，灰白色沈澱が折出する。之を分離して乾燥すると粉末

となる。この物質は空気中では極めて不安定で，抽出操作中でも幾分酸化が

起り，初めは灰白色なるも次第に黄褐色乃至赤褐色に変り，同時に水に難溶

性物質を生ずる。 ワニ.9yと塩酸により赤色を呈するが， 前記 FucosanA 

とはその抽出方法及び後述のように化学的性状が大いに異なるので，これを

Fucosan“B"と呼ぶこととする。

Fueosanの化学的性状

1. Fueosan A 本物質は極めて吸湿性の強い黄褐色粉末で，水・アル

ゴーノレに易溶なるも，アセトシ・エーテル・酢酸エチJレ等には不溶である。

その水溶液は中性酢酸鉛によって沈澱しないが，塩基性酢酸鉛によって沈澱

する。ワニ.9y と濃塩酸により赤色を呈し，塩化第二鉄液により褐色を呈す。

水溶液は 2，6=ジクローノレフェノーJレイシドフェノーノレ色素を還元腿色しな

い。また水溶液はブェーリ yグ氏液を還元しないが，硫酸と加熱すると還元

性物質を生ずる。

硫酸による加水分解;試料 19を5%硫酸 10ccと80-900Cの湯浴中

に1時間加熱する。冷後分解液を水飽和の酢酸エチルと振とう抽出する。抽

出液より搭媒を溜去すると， 褐色油状物0.2gを残す。 このものは水に難溶

なるも，希アルカリに易溶である。塩化第二鉄液により赤紫色を呈し，ワエ

.9 y と塩酸により血赤色を呈する。松材反応は陽性を示す。この物質は少量

の為精査し得なかったが，その呈色反応よりみてフロログルチシに類するフ

エノーノレ系物質と考えられる。一方硫酸分解液をパ Dタで中和後，常法によ
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りフェニーノレヒドラジ yと加熱してオナゾシの成否を検すると，黄色針状結

品(融点208QC)が得られた。 このものはグルコースオサゾシに一致した。

以上の事実から， Fucosan Aは1種のブェノール配糖体と考えられる。

2. Fuc回 anB 本物質は FucosanAに比して著しく不安定で， 初め

灰白色なるも空気中に放置すると，次第に酸化されて赤褐色を呈する。アル

コーノレ・アセトシ・酢酸エテノレ等にはよく溶けるが，エーテルには難溶であ

る。水には初めはよく溶けるが，酸化の進むにつれて不溶性物質を生ずる。

その水溶液は中性酢酸鉛により沈澱する。ワニ 9y と塩酸により血赤色を呈

する。塩化第二鉄液により赤褐色乃至紫褐色を呈する。松材反応は陽性を示

す。その水溶液は FucosanAと異なり，強い還元性を有する。 即ちイシド

フェノール色素を瞬時に還元腿色し，またフェ ~9Yグ氏液をも還元する。

然し種々のカルポニJレ試薬と反応しない事，及びアセテノレ化により還元カの

全く無くなる事より，本物質の還元力はタンニシ質のように，フェノーJレ性

水酸基によるものと考えられる。

タシニ yの定性試験 FucosanBの水溶液は一種の渋味を有し， ゼラ

チシ液を白濁せしめる。重クローム酸カリ及び石灰水では沈澱しないが，臭

素水及びプJレデシ液で沈澱する。育化カ 9及び明ばん鉄により赤褐色を呈す

る。硫酸と加熱すると還元糖は生成せず，かえって非還元性の黒褐色不溶性

物質に変化する。この物質はタシニシより生成するプロパフェどに極めて類

似する。またカ日熔融を行うと，フロログJレチシの生成が認められる。

以上の事実より FucosanBはフロログルチシ骨酪を有する縮合型タ y

ニシに属するものと考えられる。 然しながら KYLINも述べている如く， 陸

上植物のものとはやや性状が異なる。

PhysodenとFucosanとの関連性

以上のように，著者はその化学的性状においてまったく相異なる 2種の

Fucosanを分離した。しかもこの両者を前報において著者により分別された

Physodenの細胞化学的性状と比較すると， Fucosan A及び B昨それぞれ

Physoden A及び Bの内容物によく一致している。

なお PhysodenCは1種の精油小胞であり，その内容物の化学的性状に

ついては既に著者等 (1951，1953)により報告された。

今これら Physoden内容物の性状を比較すると次の如くである。
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|閉会|赤褐色|血赤色|黒変|

1hωWBI u I u I u I 
i精油|なし|紅赤色 I u I 

Phyosdenのメタタロマジー

還元せず

還元する

選元せず

いろいろな塩基性色素は種々のコロイドイオシの存在で，メタクロマジ

ー (rnetachrornasy)なる現象を起し，その色調が元のものと全く異なる色に

変化する。 DANGEARD(1916)は植物細胞の vacuole中に，かかるメタクロマ

ジーを起させるようなコロイド質の存在する事を見出し，これを“rnetachro-

matine"と称した。

CHADEFAUD (1935)は Physodenのク νジル青染色において，往々メタク

ロマジーを起して赤紫色を呈するものを見出している。然しながら KYLIN

(1938)によると，メタクロマジ{は vacuoleにおいてのみ見られ， これは細

胞液のアルカ 3性に依る為であるとされた。

著者は前報において，クレジル育によりメタクロマジーを呈する Physoden

A の存在を認め，またコシプ科における粘液腔道及び粘液腺の呈するメタク

ロマジーの相違について述べた。 PhysodenAのメタクロマジーが酸性域に

おいて解消するという事実より，これは元来その内容物としてコロイド状に

存在するアルギシ酸に由来するもので，アノレギシ酸塩が酸性域で非解離性を

示すという事実に一致する. 一方 FucosanA及び B，或いはタシニン質は

試験管内におけるアノレギシ酸塩とクレジノレ青とのメタクロマジーの発現を血

害する事が認められた。 従って通常のアルギン質及び FucoSanAを含有す

るPhysodenAではメタクロマジーは起らず，見掛上青色を呈する。これに

反して， Fucosanを含有しない Physodenはプルギン質によるメタクロマジ

ーを起し，赤紫色を呈する。 また vacuoleや粘液腔道には Fucosanの存在

が認められず，そのメタクロマジーが酸性域においても解消しないという事

実は，ブコイジシのような酸性域でも解離性を示す粘液多糖質の存在を示す

ものである。
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考 察

Physoden A 及び AYはその内容物の細胞化学的性状は全く同一であり

共通成分としてアルギシ酸を含有し， 更にこれに FucosanAが化学的結合

よりむしろコロイド状に結合していると考えられる。従って両者はその細胞

内発生上全く同一の系路を経るものと考えられる。またワカメ属の粘液腺は

Physoden AYが原形質中に特に大きく発達した特殊な細胞と考えられる。

成長した腺細胞では PhysodenAYが体外に放出される現象が往々みられた。

Physoden Bは FucosanBのみを含有する 1種のタシニシ胞であり，そ

の化学的性状より KYLINの Fucosanblasenと恐らく同ーと思われる。

Fucosan Bは空気中では極めて不安定で，放置すると赤褐色に変化し易いが

生体内では無色の色元体として存在する。然しながら固定された古い材料で

はしばしば着色している。 DOUBT(1928)は Halidrysdioicaにおいて，

Fucosane粒はフコキサシチシを含む有色体であろうと述べているが， これ

は Physoden内容物の酸化による着色の為，色素胞と混同された結果と，思わ

れる。

Physoden Cはその著しい盛光性により， 上記 Physodenとは明らかに

区別されるロ CHADEFAUD(1935)は Dictyotadichotomaの細胞中に 1種の畳

光体-globules~iridescents~ と呼んでいる一ーを見出しており， Physoden 

とは区別しているが，著者の観察ではワニ 9yと塩酸により紅赤色を呈し，

またオスミヲム反応を呈するから Physodenの1型として加えた。

Summarv 

This paper deals with the chemical properも.yof the inner substances of 
physodes in relation to their cytochemical significance. 

Two differ阻，ttypes of phenolic compounds were isolated from two dif-
ferent species， and色heywere termed as “Fucosan A" in connection with 
physode A， and the other as “Fucosan B" in connection with physode B. 

Fuco3an A was found to be a kind of， ph岨 01glycoside which seems tc) 
be identical with phloroglycωide. 

On the other hand， fucosan B was found to be a kind of tannin-like sub-
stance， clωely resembling that isola旬dby Kylin from Fuc1俗世6siculo8U8in 
rωpect of its s七rongreduction of silver salts， Fehling's solution， and in-
dophenol blue. 

As to the metachromasy of physode A， it may have result剖 fromthe 
combining reaction between a basic dye and alginic acid， the presence of 
which in physode A has already been recognized by the au世lor. However. 
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the majority of physode A and AY， which contain both alginic acid and fuco-
san A， are non-metachromasic， since fu叩唱阻 Ahas a character of inhibiting 
the metachromasy阻，usedby alginic acid阻 dcr，ω，yl blue. 
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Polysiþhonz'a 細胞内~~~ける甘C 還元像

中沢信午勢

S. NAKAZAWA: TTC reduction patterns in PoZyBiph側伽 cells

植物細胞を生体染色した場合，細胞内で色素が分離して結晶状の小体を

形成することは PFEFFER(1886)によって発見され， PROWAZEK (1907， 1909)， 

Low (1916)および PRAT(1931)によって研究された。特に PRATは Poly-

siρ'honiaをメチレシブルーまたは中性赤で生体染色すると針状，帯状，紡錘

状などの形に分離がおこることを見ているが，くわしい記述がなく，また特

に，細胞内に最初から存在する小体に単に色素が吸着されて分離像があらわ

れるのか，あるいは色素粒子が集合する結果分離像を形成するのかは未解決

のまま残されている.此回筆者は Polysiρhoniaの細胞に TTCを吸収させ

てこれを細胞内で還元せしめ，特殊な還元像を得たのでこれを報告し，あわ

せて色素の分離について論議してみる.

材料は1957年4月に浅虫臨海実験所附近の岩礁から採集したPoly.宮抄Iho・

nia urceolataおよび P.fibrataで，それぞれ枝の先端を約lcm切りとっ

てMcIlbaine液で調節した pH5，6，7，8の海水にこれらを 1時間保存して

から実験に供した。他方において同じく調節した pH5，6，7，8の海水に O.

05%の割合に TTC(2， 3， 5-triphenyle tetrazolium chloride)を溶かし，こ
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